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女は強い、だが真はそのどれよりも強く」（『第１エズラ記』3. 10, 11, 12）、「知恵を見出し、理
解力を得た人は幸いである、なぜならそれによって得る益は銀より優れ、その収益は金を凌ぐか
ら。それは真珠より貴く、あなたが望むべくもない何をもってしてもそれに比べること得ず」（『箴
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このように、どの時代にも、徳は崇められ、讃えられた。徳からは比類なき光が生じ、徳の研鑽
をつめば積むほど、人はより恵みに溢れ、より称讃されるのである。この地上において、キリス

































































































ダビデが『詩篇』第 73 篇第 1 節で述べているように、「たしかに、あなたは彼らを滑りやすい道
の上に置きました」。多くのセヤヌスたちと同様に、彼らはゲモニアの階段へと降りることにな
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形となるが、「その三者のうち一番大いなるものは愛である」（『コリント人への第 1 の手紙』13. 
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のに耐え、すべてのものを信じ、すべてのものを望む」（『コリント人への第 1 の手紙』13. 4, 5, 6, 
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て、それぞれの枝を伸ばし、互いに抱擁し、接吻するのを見るかもしれない。それらは相互的愛
の明白な徴を与えるだろう」〈カッシアヌス・バッスス『コンスタンティノス農業論』〉。アンミ
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ジルは、このような物語に満ちている。レウカディアの孔雀は、ある乙女を愛し、彼女が死ぬと、
その孔雀は痩せ衰えた。「ある海豚はヘルニアスという名の少年を愛した。そして、彼が死ぬと、
この魚は丘に上がり、そして死に至った」（［プリニウス〈『博物誌』〉第 10 巻第 5 章］。ピエール・





























への鉄槌』第 2 部、第 1 問、第 4 章〉とその一派、ザンキウス（『神の六日間の創造について』
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第 4 巻、第 16 章）、ダンディーニ（『アリストテレス「霊魂論」註解』第 2 巻、第 29 テクスト、






























































まに語られている［〈ペレイラ〉『創世記注釈と評論』第 8 巻 （『創世記』第 6 章第 2 節について）、
ザンキ等］ 。東インドの日本では、（旅した者の話［パーチェス『ハクルイトゥス・ポストフムス』





















国』第 15 巻、ウェイエル『悪魔の欺瞞』第 3 巻、ジェラルド・ドゥ・バリ『ウェールズ旅行記』
第 1 巻、〈シュプレンガー〉『魔女への鉄槌』第 5 部第 5 問、ヤコプ・ルフ〈『人の妊娠と出産に
ついて』〉第 5 巻第 4 章第 54 葉、ゲオルク〈『魔術、妖術、ラミアについての議論』〉第 2 巻第 4 章、
エラストゥス〈『ラミアについて』〉、デ・バレス『宗教哲学』第 40 章〈正しくは第 8 章〉、ヨハ
ン・ニーダー『フォルミカリウス』第 5 巻第 9 章、ストロツィ・チコーニャ〈『魔術大鑑』〉第 3
巻第 3 章、デルリオ〈『魔術探求』〉、リプシウス、ボダン『魔術論』第 2 巻第 7 章、ペレイラ『創































































































について」、カエリウス〈・ロドィギヌス〉『古代の講読』第 141 巻第 14 章、ガレノス『診断法』6］










ダヤの戦争について』第 2 巻第 4 章におけるムンドゥスとパウリヌスについても同様である。プ




（アイリアノス『奇談集』第 9 巻第 37 章）、また別の者は、善き女神の像を恋い焦がれた。そして、
身体のいかなる部分もまた恥辱に欠くことはない。「陵辱へと急かされ」（と、かの者は語っている）
［セネカ『怒りについて』第 11 巻第 18 章］、「そして、口さえも情欲から免れてはいない」［アレ













































































































イエズス会士セラリウスがこれに同意した（『ヨシュア記註解』〈第 2 巻〉第 2 章第 6 問）。一般
的に女性は 14 歳でいわゆる思春期に達する、あるいはユリウス・ポッルクスなどはアリストパ
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ており、そして、サヴォナローラが呼んでいるように［『大いなる処方』第 6 論攷第 1 章第 11 項
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「主要な病気について」］、「高貴な愛」という、より誉れ高い名称が、それに付与されている。と
いうのは、高貴な男性と女性は、それを実践するのが常であり、頻繁にそれに罹っているからで
ある。アヴィケンナは〈『医学典範』〉第 3 巻第 1 部第 4 論考第 23 章において、この情念を「イ
リシ」と呼んでおり、そしてそれを、「ある疾患、すなわち憂鬱症的な苦痛、すなわち精神の苦悶」
と定義しており、「それにおいて、男は自分の恋人の美、仕草、振る舞いについて常に思いをは
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けるようにしたのである。「というのは、このように恋に落ちた若い男たちの腸は、愛によって














































































的情念なのか。アナクレオンの作品［『カルミナ』第 32 番］でも、ギリシアに 20 人、コリント、














書は私の著の第 3 版が出てから入手した［『憂鬱の解剖』初版出版の 7 年後の 1624 年にパリで出
版された］）で、「すなわち精子を多く含む精液のようなものとして」と、原子を含む種（たね）
に帰した。アリストテレスにも「もし、種が放出されなければ、性欲は治まりえない」（〈『問題集』〉
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　　　　豊かな土地にあってこそ、小麦が実るように。
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ネカ〈『オクタウィア』562-63〉が述べているように、愛は「若さから生まれ、幸運の女神の財
貨の中で、贅沢と無為によって養われ、育まれる」からである。それゆえに、医者のド・ゴルド
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